
代表提案者：公益社団法人札幌聴覚障害者協会
法人・団体等の住所：北海道札幌市

平成27年度スマートウェルネス住宅等推進モデル事業採択
応募提案事業名
聴覚に障害のある高齢者が安心・安全に
生活する住まい環境の整備

　聴覚障害者がコミュニケーション及び情報保障のある環境で安心して生活できるよう、聴覚障害者対応のサービス
付き高齢者向け住宅を整備する事業。
　住宅の整備においては、非常時を含め、聴覚障害者に対する情報伝達を確実に行えるよう、音に加え、音に代わる
光または振動による情報伝達設備を整備することで、一般者を対象とした住宅では得られない安心して住みやすい環
境となり得る。また、手話を中心にコミュニケーションに配慮した住環境を整えるため、介護の専門的知識・技術（有
資格者）に加え、最低でも手話奉仕員養成の入門課程（厚生労働省認定カリキュラム）を修了したスタッフがサービ
ス提供を行う。地域活動支援センター等、日中活動を中心とした各種事業と連携し、必要に応じた適切な制度を活用
しながら、生活環境の充実を図る。

　北海道内にある聴覚障害者向けの高齢者生活支援施設は上川郡新得町にある１カ所のみで、札幌市内には聴覚障害
者を支援するための専門的な知識やコミュニケーション技術を要する生活支援施設が無い。そのため住み慣れた地域
を離れ転居する例や、聴覚障害者が一般の高齢者施設に入所する例も少なくない現状。家庭での介護においては聴覚
障害そのものの正しい知識があるとは限らず、本人が自己決定できる環境であるかどうかも懸念される。
　聴覚障害者にとって、一般の高齢者施設では常駐スタッフとのコミュニケーション不足が懸念される他、聴覚障害
者は外見からその障害が分からず、何に困っているかが周囲に伝わりにくいため、支援の要否が理解されにくいとい
う特質がある。また、手話による日常的なコミュニケーションが健康に生活する上で非常に重要であることを受け、
聴覚障害当事者団体が『住まい』提供の事業を展開することにより、当事者同士や理解ある健聴者とともに支え合え
る環境作りを目指す。

　聴覚障害者を対象に、生活支援体制の整った高齢者向けの住宅を提供する事業であり、手話コミュニケーション対
応が可能 な職員の育成にも寄与する点を評価。
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左：札幌聴覚障害者協会　理事長　渋谷雄幸さん
右：ほほえみの郷の所長　樋口あやこさん

悲願の聴覚障害者専用住宅、
多様性を包摂する共生社会に向けて
公益社団法人札幌聴覚障害者協会
理事長　渋谷雄幸さん

――まず、札幌聴覚障害者協会について教えてくだ
さい。

――この事業に取り組む背景や経緯はどのようなこと
でしたか。
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ほほえみの郷　外観

──その間、ケアの必要な高齢の聴覚障害者はどう
されていたのですか。

──健常な高齢者と一緒では難しいのですか。

──サービス付き高齢者向け住宅「ほほえみの郷」
の設立までの経緯は？

──運営に関して、留意したことや工夫された点は？
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サービス付き高齢者向け住宅　居室

――開設から1年で満室になったようですが、みなさ
ん、どういう形で入居されるようになったのですか。

――現在の入居の状況は？

方

――費用はどのくらいかかりますか。みなさん、年金
で賄えていますか。
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写真上：サービス付き高齢者向け住宅　食堂
写真下：寛ぐ利用者の皆さん

――開設から1年経過して、いろいろ発見や課題が
あると思いますが。

――今後については？
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写真上：居室にあ
る情報伝達機器

写真下：入浴設備
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写真上：食事風景　写真下：共有スペースにある伝達機器
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共有スペースのトイレ

住宅・施設の形態 サービス付き高齢者向け住宅 家賃 36,000 ～ 50,000 円

敷地面積 439.26㎡ 共益費 27,000 ～ 48,000 円

延床面積 801.03㎡ サービス費 10,000 円

構造・階数 RC造　3階 食費 42,000 円

住戸面積・住戸数 18.00㎡～ 25.26㎡・20戸 入居状況 満室

住戸内設備 トイレ、洗面、収納 平均年齢 82.3 歳

共同利用設備 食堂、浴室、台所、洗濯室 平均要介護度 要支援 2.47

管理開始年月日 平成 29年 4月 スタッフ体制
管理者1名、ケアマネジャー1名、看護師
2名、介護職員9名、所長兼相談員1名
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聴覚障害者支援センター「ほほえみ作業所」
札幌市白石区菊水元町

札幌聴覚障害者協会には、１３の事業所があり、その一つに「ほほえみ作業所」（就労継続支援B型）があ
る。ここでの登録利用者は現在１８名。全員が毎日通っているわけではなく、週に１、2回の方もいる。障
害の程度に応じて様々な小物をつくっている。盲学校で寄付してもらった点字用紙を利用して「てんじろう」
という封筒をつくっている。聴覚障害者が作る点字の封筒ということで、商標登録をしている。キャラクター
も作って、雰囲気を色々変えると何度も購入してもらえている。その他に「菓子工房ほほえみ」や「ほほえみ
カフェ」など、聴覚障害者の就労の場をつくるとともに、地域の方との交流を図っている。

札幌市の障がい者コミュニケーション条例及び手話言語条例

札幌市障がい保健福祉部　障がい福祉課
　係長　松下由紀夫さん

　札幌市で身体障害者手帳を所持している聴覚障害者は平成29 年度末で5,194 名、このうち65 歳以
上の方がおよそ7 割の3,693 名と、高齢者が圧倒的に多くなっています。これは、生まれつきの聴覚障害
だけでなく、年齢を経るうちに何かをきっかけに中途失聴・難聴等の聴覚障害になった人が増えるためと思
われます。
　札幌市では、「障害者基本法」の改正（平成23 年）、「障害者の権利に関する条約」の批准（平成26 
年）、「障害者差別解消法」の施行（平成28 年）や、鳥取県や石狩市が手話に関する条例を制定したことな
どを背景に、平成29 年度に「障がい者コミュニケーション条例」及び「手話言語条例」が制定されました。
　他の自治体では、「手話言語条例」のみを制定することが多いですが、札幌市は、「障がい者コミュニ
ケーション条例」と「手話言語条例」の２つの条例を制定しているという特徴があります。
　これらの条例に基づき、「コミュニケーション支援者の派遣（手話通訳者、要約筆記者など）」の派遣範
囲の拡大やコミュニケーション支援システム（タブレット端末）の導入、条例の趣旨の理解を広めるための
広報活動などの取組を実施しています。今後も、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格
と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向けた取組を進めていきます。

写真左：ほほえみ作業所　
写真右：作業所で作られた商品
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COMMENT
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